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会長 佐 藤 隆 夫
事

昔から本邦においては摯堂の研究の自由はなかつたといつても過言ではない。舞由を堀り返し

で化石を調べ,日本の土地の歴史を探求したり,先住民族の遺した土器や住居を調べ,先祖め

起源に科単のメスを入れたりすることは,国体の尊厳を侵するものとされていた。それに加え

■ わが長崎県は戦時品に要塞地帯であつたために,特に地量の研究は遅れていたと、思われる。
'しか l戯後は,こ の二つの樫機から解放されたことは,科蛍振興の目的から申しても,ま た

学問研究の基本からいうても慶賀に書えない所であるらかかる欣ばしい時世にあつて,本果に

おいても́,地学の研究会が発足したことは大いに意義があると思 つ。
1大
抵の学問はそうであるが,特に地学においては1調査資料の集積や手仕事が多い。したが
うて級密さと勤勉さを要する点において,極めて書本人向きの蛍間であると思うらち 1う ど|

繊物工業において日本が世界に冠たると同様に,地堂の研究lrcかいても日本は優秀なる成果を

あげているoよ く日本は金がないから研究は遅れているという社会通念が風靡しているムなる

iru:ど本邦には,人工衛星も飛ばし,宇宙旅行なんて話も間かないぅしかし,我 に々は我々でなけ
れば出来ない会事がいくらでもあることを銘記すべきである。

さて,坤蛍の研究は大いに国を愛することにつながると思う。近頃よくいわれる「人づくり1

」というのは,ち ようど,大工が材料を用いて自分の思うままの物を製作するのと似ている。
しかL次の場合には意のままにはつくれないだろう。これに反して「人間形成Jの方は自分が

自由な意欲をもつて自らを教育し,人格を形成していくことである。それと同様に,人が他か |

ら国を愛する心を養えといわれても,なかなか応ずるものではない。これに反
―
して自らの意欲

をもつて郷上の地質を調査したり,天文,気象を観測して,自然に親しんでいるうちに,愛情
が湧いて来,郷土愛が生じ,｀ 更には国を愛するようになると思うふ

かかる意味においても,地学愛好者が益 ふ々え,こ の地学会が大いに発展することを希う次
オである
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